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はじめに 
 日本は高度経済成長以後、「情報・消費社会」という新たな社会に突入した。この社会の
変化は、子どもの生活世界注 1）にも変化をもたらし、子どもに大きな影響を与えている。こ
の問題の重大性を指摘している高橋によれば、「情報・消費社会」の浸透により、子どもが
家庭でも社会でも生活者としてではなく、単なるサービスの受け手として扱われることに
なり、他者とかかわりあい共に生活する経験を失ってきたという。その結果、二人称的な
経験が減り生活のリアリティが消滅すると同時に、自分とは関係のない第三者思考の感情
が増大したと指摘している１）。 
子どものこの様な変容は、「情報・消費社会」をもたらした科学技術による生活世界の技
術化・合理化に根本的な問題があるといえるのではないだろうか。里見は、この様な状況
を「生活世界の膨張」、「生活世界の植民地化」と指摘し、地球という閉鎖系で起こってい
る様々な問題は、生活世界のありようの問題だという２）。われわれ人間の生活の合理性へ
の要求が生活世界を変化させ、多くの恵みをもたらす一方で、生活を情報によって構成さ
れる表象的なリアリティへと追いやり、また生活を経済活動の中に取り込み、地球環境問
題など負の遺産を生みだしている。これは同時に、子どものアクチュアルな生活世界を縮
小させ、子どもの自己形成に大きな影響を及ぼしている。 
この様な状況にある現在、学校という教育の場では、この問題にどのように対処すれば
よいのであろうか。特に、日常生活を創造するための力を育むことを目的とした「家庭科」
では、単に生活世界の変化を受け入れ、それに適応するための能力を身につけさせること
が重要であるとは考えにくい。人間として豊かに生きるための生活の創造と子どもの自己
形成という両面から生活世界のありようを捉え直すならば、子どもの学びには何が求めら
れるのであろうか。さらに、子どもをとりまく生活世界を学びの対象とするならば、学び
が生まれるプロセスとはいかなるものであろうか。 
本稿では、子どもをとりまく生活世界が脱人格化されていくなかで、子どもが日常生活
という生活世界を学ぶとは、どのようなプロセスが必要であるのかを検討することを第 1
の目的とする。これを踏まえ、学校教育で主に日常生活についての学びを担っている「家
庭科」のありようについて検討することを第 2 の目的とする。そのために、家庭科教育と
生活世界との関係を小学校学習指導要領の目標と内容の考察から明らかにしたうえで、教
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育の間接性という視点から家庭科教育の新たな学びのプロセスについて検討する。 
 
１ 家庭科教育と生活世界 
小学校学習指導要領に示された「家庭科」の目標は、「衣食住などに関する実践的・体験
的な活動を通して、家庭生活への関心を高めるとともに日常生活に必要な基礎的な知識と
技能を身につけ、家族の一員として生活を工夫しようとする実践的な態度を育てる。」３）で
ある。「日常生活に必要な基礎的な知識と技能を身につけ」という表現が示すように、ここ
での日常生活は客観的世界であり、生活世界が教育の対象ではない。学校教育では、「新し
い学力観」によって「関心・意欲・態度」が重視され、知識や技能が軽視される傾向にあ
るが、「家庭科」では生活に役立つ知識と技術を伝達することが一つの大きな目標であり、
学校では生活を人間の体験を通して広がる生活世界から、科学が表象する普遍の客観的世
界へ導くことが目指されている。 
しかし、日本が「情報・消費社会」へと変貌をとげたにもかかわらず、「家庭科」で合理
的生活を営むための「基礎的な知識と技術」に位置づけられている内容は概ね変化してい
ない。食に関しては外食や中食産業が発達し、衣に関しても既製服が大量に販売されてい
るのであるから、生活の合理性・効率性だけを考えれば、これを生活に取り入れていく方
向でもいいはずである。それでも、自らの手で調理したり、布を縫い合わせたりする教育
内容が削除されないのは、この学びが単なる生活技術の習得にあるのではなく、人間の経
験によって広がる意味世界（生活世界）へと導く教育的な要素がその中に含まれており、
その意味世界が生活を豊かに支えていることへの暗黙の了解があるからである。同様に、
家族の生活を考える場合にも、生活時間として物理的時間配分を考えたり、役割分担など
の効率性を求めたりすることと、おしゃべりに象徴される冗長性に価値を求める家族団欒
を大切にすることという、異なる二つの世界に関する教育内容が混在する。 
これは決して教育内容が矛盾しているのではない。たとえば、「情報・消費社会」が浸透
するにつれて、効率性、合理性だけでは価値を見出すことができない、手作りの良さや家
族（他者）とのかかわりが見直されてきており、これは客観的世界では扱えない意味世界
としての生活世界への関心が高まっていることを示している。すなわち、科学技術の進展
に寄与する客観世界の増大によって、二元的分離の手前に遡ること、換言すれば世界との
一体感がもつ人間の生における意味が改めて認識されている結果として受け止めることが
できる。「家庭科」の中に生活の効率化に矛盾する内容が含まれるのは、これから察するに
決して不思議なことではないであろう。そして、家庭科教育が重視する「実践的・体験的
活動」は、単に訓練による技術習得のための手段としてだけではなく、世界との一体感を
体感するための教育方法としての意味を持つということができよう。 
また一方で、「実践的・体験的活動」は、具体的な体験を通して学び手の情緒に働きかけ
る手段ということもできる。「家庭科」の教科目標は、「生活への関心を高める」こと、「生
活に必要な知識と技能を身につける」こと、「生活を工夫しようとする主体的な態度を育て
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る」ことという３つで成り立っている。この中で、教師が意図した内容を直接伝達できる
ことは、「生活に必要な知識と技術」だけであり、「関心を高める」ことと「態度を育てる」
ことは、学び手の意思に委ねられており、教師が企図した内容と方法によって期待される
教育結果が導き出されるかどうかは不確実である。 
この不確実さを確実な教育へと導く手段として用いられているのが、「実践的・体験的な
活動」なのであろう。不確実な教育内容が目標として掲げられる背景には、体験という身
体性を用いる、つまり、知覚情報を含んだ具体的な経験の世界、主観的世界から出発する
ことによって、学び手の「関心」や「態度」という内面性を、教師が企図した教育の対象
に向けることが可能になると考えられているからである。 
よって、学習指導要領では、学び手の自由に委ねられているはずの「関心」は、この生
活世界の中に生成した出来事のどこに向けられてもいいのではなく、あらかじめ定められ
た対象へ向けなければならないことが決定されている。学び手は科学的解釈によって普遍
性が確保された「生活に必要な基礎的知識と技術」の習得へ向かう関心をもつことを強制
される。この様な「関心」は、矢野のいう「道具的関心」４）と言い換えることができよう。
「道具的関心」は、「コンテクストを一義的に固定することによって、世界や他者と安定し
た関係を維持することを促進」し、コンテクストの固定化が「自動的なルーティン仕事に
代える」ことを可能にする。しかし、それは対象を「道具的機能としての有用性のもとで、
部分的にとらえるにすぎない」ため、「世界の意味を、一義的に固定させる」ことでもあり、
現実の多義性を失わせる。矢野は「道具的関心」によって導き出される「人間の態度、身
ぶり、そして行動は、ぜんまい仕掛けの自動機械のようになってくるだろう。」と指摘する。 
しかし、現在の「情報・消費社会」に生きている子どもにとって、学習指導要領で定め
られた「基礎的知識と技術」の実生活上の必要性は減少しており、教育の企図とのずれが
大きく生じている。教育が想定する世界とは異なる生活世界を生きる子どもたちとって、
それでもなお日常生活の「基礎的知識と技術」であるためには、それが単に合理性と効率
性を追求するために必要な一般化されたものとしてあるのではなく、人間の実存的意味と
して認識されるものでなければならない。換言すれば、体験的な学びを通して、無自覚な
仕方で働いている意識全体から「自己とは何か」、「人間とはなにか」という意味につなが
る意識を浮かび上がらせるものである必要があろう。矢野のことばを借りればこれは「純
粋な関心」５）によって対象に出会うことといえるかもしれない。「純粋な関心」は「世界に
たいする全体的な関心」であり、「コンテクストを一義的に決定し固定することがなく、複
数のコンテクストの自由な横断を可能にする」という。「純粋な関心」が有用性を越えたと
ころで対象と出会い、多様なコンテクストを可能にすることで、自己と対象の境界は消失
する。この様な体験は、対象化している世界との対話を促進するだけでなく、同時に自己
や他者との対話を促す。つまり、生活世界のリアリティとアクチュアリティによってはじ
めて、学び手が生活に対して「関心」をもつ可能性が開かれるといえよう。 
ここで、この様な教育の構図と「意欲・関心・態度」を重視する「新しい学力観」に基
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づく学校教育の構図との違いについて触れておきたい。今井によれば、「新しい学力観」に
おける知識観は「学習を＜客観的に存在する知識体系＞という重荷から開放し、美的な充
足―「『納得』する楽しさ」―に解消してくれる理論的枠組み」6）をもつ。つまり、学校教
育では「納得」「楽しさ」「充実感」を感じることのできる体験を通して「自己探求」をめ
ざす「過程そのものを味わうこと」に学習の到達目標が置かれることになる。したがって、
この学習を通して獲得される主観的知識は、体験という現実に解消されてしまい、客観的
に存在する現実の世界のありように目を向け、疑問符をつけることへは向かわないのであ
る。本稿で提示したい学びとは、自己、世界、他者との関係性から生活世界のありようを
問い直すことであり、主観的に構成される知識によって「自己実現の意欲や態度が目覚め
るようにする」７）ことではない。つまり、生活を学ぶとは、「純粋な関心」によって対象（世
界）と出会う体験から、生活世界を可視化し問題化することである。 
 
２ 「純粋な関心」と教育の間接性 
生活を学ぶためには、対象を日常の仕事として道具的に学ぶのではなく、自己と世界が
溶解する体験が重要なのであった。一方で、生活世界は自己と一元化した世界であり、何
らかの問いが生まれない限り対象として姿を現すことはない。自己と共にある世界は、自
己に一番近い親密な関係であるにもかかわらず、それが客体として捉えられないのである
から、自分にとっては一番わかりにくい遠い存在である。つまり、生活世界を学ぶという
ことは、すでに浸透関係にある自己と世界とのかかわりに関心を寄せ、その世界と出会い
直すことが必要である。 
では、教育企図による受動的な「道具的関心」ではなく、学び手の「自由」に任された
「純粋な関心」による溶解体験を起こすような教育は、どのようにして可能になるのであ
ろうか。今井によれば、他者に教育という作用を及ぼそうとする意図的行為の領域は、教
育する側の意図によって用意されたメディア注２）の中で生まれるという。なぜなら、学び手
の内面を拘束するのではなく、学び手の「自由」を認めるならば、教育の直接性による作
用だけではなく、間接性による作用を導入せざるを得ないことになるからである。その教
育の間接性を可能にするのがメディアである。今井によれば、間接性のメカニズムは、教
育意図がメディアによって屈折を起こす作用とメディアが学び手の内面の「自由」に働き
かけて挑発する作用の２つで成り立っており、教育はこの間接性のメカニズムを通して、
期待される作用を追求せざるを得ないとする８）。 
つまり、生活世界を学びの対象とするためにこの理論を用いるならば、教育する側の直
接的な働きかけで道具的な関心を引き起こすことでは不可能であり、溶解体験を促す「純
粋な関心」を触発すると期待されるメディアを準備することしかできない。メディアによ
って学び手は「関心」が触発され、対象と出会い、対象の側に自己が一瞬置き直される。
この体験は自己が対象と相互に浸透し合っている生活世界への気づきを促し、学び手は、
内省という問いのプロセスを通して生活世界を対象化できるのである。 
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ここで問題となるのは、学び手が何を体験するかは、教育する側の意図によってコント
ロールできず、メディアがそれを担うということである。メディアが介在するので、企図
されたことが直接学び手に伝わるということはない。今井は、これによって生じた「すれ
ちがい」が意味ある過程として現れる場が教育であるという。つまり、この「すれちがい」
を適切にコントロールするメディア（中間領域）が教育の領域であるとする。 
次に、衣服という具体的な教材を取り上げ、この間接性のメカニズムに即して家庭科教
育を検討してみたい。 
 
３ 生活の出来事をメディアとして捉える試み 
（１）「家庭科」における衣服の位置づけ 
小学校家庭科の学習指導要領では、内容に「（２）衣服に関心を持って、日常着を着たり
手入れしたりすることができるようにする。 ア 衣服の働きが分かり、日常着の着方を考
えること。 イ 日常着の手入れが必要であることがわかり、ボタン付けや洗たくができる
こと。」と挙げられている。「服を着る」ことは私たちが必ず行う行為であるが、学習指導
要領に示されている以下のような「関心」を持って衣服を着ているかといわれれば、答え
に窮するのではないだろうか。 
学習指導要領解説には、「衣服に関心を持つ」とは「なぜ着るか、どのように着たらよい
か、意識して生活していくようにする」ことであり、そのために、「衣服を着てみたり観察
したりする」ことで「例えば、布が糸で縫い合わされていること」などに気づくようにす
ると記されている。また、「衣服にはいろいろな思い出があったりすることなどにも気づき、
衣服を大切にしようとする気持ちを育てるようにし、衣服についての関心を高めるように
する。」とある。ここでの衣服の働きは、「保健衛生上、生活活動上、社会生活上」に分け
られ、小学校では「保健衛生上、生活活動上」を中心に取り上げ、「社会活動上の着方につ
いては中学校で扱う」ことになっている。 
このことから、「家庭科」における衣服に関する学習では、一つには、布の構成や性質に
ついての関心から衣服という物質のもつ性質に気づいたり、動きやすさという衣服の形態
に気づいたりすることを目的としている。もうひとつは、衣服を自己と世界の中間におく
ことによって過去の自分に出会うという学習活動が想像されるが、その最終的な目的は自
己に出会うことではなく、「モノを大切にする」という態度を約束させることにある。 
つまり、「家庭科」での学習では、衣服は学習の対象として学び手から切り離されて扱わ
れており、衣服を小学生なりになるべく客観的に考察し、人間と衣服という一般化された
関係から衣服の働きを明らかにしようとしている。ここで日常着が取り上げられているの
は、具体的な世界としての生活世界から科学的知識を導き出すためである。そして、科学
的知識を習得すれば、その知識を活かして衣服を合理的に選択するという行為が約束され
ることが前提となっているのである。さらに、学びの主体性を重視したように見える「衣
服に関心を持つ」という学習指導要領の内容は、既に指摘したように、関心という学び手
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の内面が教育という行為で直接操作できるということを前提としているのである。 
しかし、日常の生活における衣服は、布や衣服の形といった機能性によって象徴される
だけではない。衣服は自分と他者とのあいだに存在して、多様な情報を伝達しているメデ
ィアでもある。私たちが衣服を選ぶとき、自覚的か無自覚的かはともかくとしても、衣服
によって伝達される情報が存在するからこそ、機能性だけでなく、場合によっては機能性
よりも、似合っているか、好みの色やデザインかなど、多様な要素を考慮するのである。 
生活の中での衣服について学び手の最も身近な関心は捨象して、特定の部分的な情報の
みに関心を向けさせる教育は、学び手が主体的に衣服を学ぶ機会を奪うだけでなく、衣服
を通して広がる生活世界と出会う機会を奪っているかもしれないのである。 
 
（２）鷲田実践を読み解く 
では、衣服をメディアとして教育実践を行うとは、どのような展開が考えられるであろ
うか。これに位置づけられる実践の一つに、鷲田の実践注 3）をあげることができよう。 
 
＜鷲田実践の概略＞ 
鷲田は、授業が行われる日に「大好きなお気に入りの服」を着てくるよう、前もって子
どもに要請した。授業当日はまず、「服装のクエスチョンコーナー」という時間を作り、「人
間のしている不思議なこと」を 2 グループに分かれて、どれだけ列挙できるか競わせた。
子どもたちは、髪の毛の色を染めていることや、ピアス、破れたズボン、「男がスカートを
履かない」など、グループごとに紙にまとめ発表した。鷲田は子どもたちの視線を基に、
暑くても服を着ること、歩きにくいハイヒールを履くことなど、日常では当たり前と思っ
ていることを、人間が自分の体に対して行っている不思議なこととして問いをたてて見せ
た。次に、鷲田が自己紹介を兼ねて写真を使って子どもの頃を振り返った後、子どもたち
が一人ずつ前に出てきて自分の「大好きなお気に入りの服」をみんなに見せて説明し、他
の人からの質問に答えた。 
鷲田は次の課題として、子どもたちに 4 つのグループに分かれて、お坊さん、舞妓さん、
ファッションデザイナー、警察官の一つを訪ね、「どうしてそういう格好をしているのか、
しなければならないのか」を詳しく聞いてくることを提案した。子どもたちはインタビュ
ーだけではなくできるだけ細かく観察して、どんな服装だったかわかるように絵を描いた。
そして、取材したことを報告し、なぜそのような格好をするのかを通じて、「服を着る」と
はどういうことかを考えた。デザイナーの卵である大学生を訪ねたグループでは、「服とい
うのは、自分という人間を分かってもらうためと、その服を着た人にも楽しい気分になっ
てほしいと思って服をつくっている」とまとめた。 
鷲田は、ここまで進めてからようやく、4 つの服装が 4 つの方向性を象徴していたことを
説明する。一つの軸が、ドレスアップ（着飾る）とドレスダウン（質素）、もう一つの軸が
自由服と制服であり、服はこの軸で分けられた 4 分類のどれかに入るという。そして、そ
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れぞれの具体的な事例が象徴していることを解き明かしながら、４つの着方はまったく異
なるのに共通していることがあり、それは「服というのは自分にとって大変意味があるも
のであるし、他人にとっても自分の服が意味がある」ということだと説明する。そして、
それは「自分ってなんだろう」「他人ってなんだろう」ということだと付け加えた。 
最後の課題は、先ほどの分類の図のなかで、自分の選んできた服がどのあたりに位置づ
くかを子どもたちが考え、体育館に用意された拡大された図の中に座ることから始まった。
次に、自分がこんな着方をしてみたいなあと思っている場所に移動する。子どもたちの大
部分が「自由で目立つ」ところに集まった。移動距離が大きいほど、授業を受ける前の着
方とインタビューなどの活動を通して考えた着方の傾向が違ったことになる。なぜそのよ
うに移動したのか、鷲田は一人ひとりに答えを求めた。 
最後に、鷲田はこの授業の意味について説明した。自分の顔が自分のしるしなのに、一
度もじかに見ることができないということを例に挙げて、自分の「心」も自分がいちばん
分かっているのではなく、鏡を見てだんだん気づいていき、自分というものを持てるよう
になるという。鷲田は、「自分にとっての自分」と「他人にとっての自分」の二つがあると
する。人はその心の偏り方でその都度違う服を着ており、大事なことは、自分が思ってい
る以上に自分にはいろんな意味があることに気づくことだという。鷲田はこの意味を少し
でも分かりやすく伝えるために、しつけ糸という軽く引っ張っただけですぐに切れてしま
う細い糸で留めてあるだけの服を「ぼくの好きな服」に選び、その理由を「もっと楽しめ
よ。いたずらしてごらん」と人の気分を軽くできるからだと説明した。そして、服装につ
いて考えれば、「自分とは何か」という迷路に入らないですむと結んだ。 
 
鷲田の実践では、衣服がメディアとして、子どもたちが見ている世界と鷲田が見せよう
としている世界の「すれちがい」を適切にコントロールしているように見える。授業を受
ける前、子どもたちの「お気に入りの服」を選んだ理由が示すとおり、子どもたちは衣服
を自分で選択可能な、自分とは切り離された対象として捉えている。鷲田はその視線を衣
服というメディアを媒介させて少しずつ屈折させていく。まずは「服装のクエスチョンコ
ーナー」で「不思議」という違和感によって、次に 4 タイプの服装をしている人へのイン
タビューによってである。子どもたちはインタビューを通して、外から見ている服装の意
味と内側から見る（着る）服装の意味には違いがあり、衣服は着る側の自己と密接な関係
があるだけでなく、見る側の他者とも衣服によってつながっていることに気づく。特に、
警察官の制服を着させてもらう、着物や化粧によって舞妓さんになっていく姿を目の当た
りにする、デザイナーを志す学生が作った非日常的な服を着させてもらうといった、アク
チュアルな体験が新たな世界へ子どもを導いている。 
消費社会では、人間と衣服は主体と客体とに乖離しているため、参加した子どもにとっ
て、服は単に身体を覆い隠すための物質として存在し、自分がそれを気に入るかどうかを
判断基準として物を選択しているだけである。ところが、衣服の意味を探っていくと、い
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つしか衣服が自己の気持ちを相手に伝えるメディアとなっていることに気づき、自己と他
者とが衣服によってつながり一体化していることを、リアリティとアクチュアリティをも
って体験することになる。自分の着る服を選ぶという意思決定のプロセスの中に潜む自己
と出会い、自己と対話する。その意味世界から眺める友達の服は、すでに体を包むという
機能だけではなく、自己を表現する装置として存在し、友だちという他者との対話を可能
にする。衣服というメディアを介して他者と向き合った子どもたちは、他者にとっての自
己の存在を確認する。そこでは、色や形、布地の性質といった要素から道具的に衣服を取
り上げることで捨象されてしまった、世界と溶解している自己という存在が見事に浮かび
上がるのである。もちろん、子どもたちにはこの様な明確な経験として、新たに広がった
世界を認識しないが、衣服は鷲田が見せたかった世界を子どもたちの目線というズレを許
容して用意するのである。このように、衣服は、教育をする側と受ける側のあいだと、学
び手が見出す自己と他者のあいだを二重につなぐ役割を果たしていることになる。 
そして、鷲田が子どもたちの内面を拘束するような直接的な働きかけを行わなかったに
もかかわらず、授業の終わりに、子どもたちは自分の意志で服に「関心」を持ち、選び方
に気を配るという「態度」を約束する。たとえば、「服は何気なく着ていたけれど、けっこ
う奥深いものだと思いました。自分は、けっこう友だちに合わせようとしているところが
あるから、これからは自分の考えをちゃんと持ちたいと思います。」「服装は自分だけのこ
とを考えて選んでいたら、自分の中に引きこもってしまうし、他人のことばかり考えてい
たらしんどくなってしまう。これからは他人のことも自分のことも考えた服装にしようと
思います。」「自分の着ている服を見て、他の人の気持ちが変わるなんて思っても見なかっ
たので、そうなんだなあと思いました。」というように、それぞれの子どもの関心にあわせ
て態度もさまざまな形で表現されている。衣服をメディアとすることによって開かれた世
界は、自己とつながっているのであるから、衣服という対象に関心を持つことは自己に関
心を持つということと同義となる。鷲田実践では、自己と世界との関係性へのまなざしを
変化させたことによって、間接的に教育を可能にしているといえよう。 
 
（３）教材をメディアとして捉える試み 
対象として存在する教材に、学び手みずから関心を寄せるためには、「純粋な関心」によ
って自己と対象とが溶解するような体験を起こすしかけが必要である。そのしかけがメデ
ィアであり、学び手と世界とのあいだで溶解体験を引き起こすと同時に、教育意図と学び
手の解釈をゆるやかに結ぶことを可能にするのである。自己と世界の溶解体験は、ルーテ
ィン仕事として一義的に説明される知識や技術の世界にも、自己とのかかわりの中で生み
出される多義性のコンテクストを用意する。たとえば、消費社会ではほとんど必要のなく
なった布を縫い合わせるという行為には、溶解体験無しでは単なる技術の習得というコン
テクストしか用意されないかもしれないが、溶解体験を伴うことによって自己を表出する
プロセスが生まれ自己と作品を結びつける。また、野菜を嫌う子どもの偏食を直す手段と
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して注目される食農教育では、野菜を自分で育てるという中間領域（メディア）を設定す
ることによって、自然の生命に触れる溶解体験を準備し、農家の人々という野菜と対話す
る他者との出会いを可能にする。溶解体験を引き起こすメディアが多様なコンテクストを
含む生活世界の存在を可視化させ、学び手の「自由」に委ねられたゆるやかな教育によっ
て、学び手を生活世界の問い直しへと向かわせるのである。 
教材をメディアとして捉えなおす試みは、生活世界から科学的に世界を外化するという
学習指導要領の目論見とは反対の仕方で、すなわち、乖離している世界と自己とをつなぎ
合わせるという仕方で、結果的には学習指導要領が目標として掲げる、生活に関心をもち、
生活に必要な知識と技術を習得し、生活を工夫するという態度を身につけるという目標を
成し遂げることを可能にするのである。メディアによる教育の間接性への試みは、新たな
家庭科教育の可能性を秘めているのである。 
 
おわりに 
学校という日常生活とは区切られた学びの場で、あえて生活を学ぶとはどんな意味があ
るだろうか。それが要請される背景をここで再度あげると、一つは、子どもたちが巻き込
まれている「情報・消費社会」という生活世界そのものの問題である。すなわち、子ども
が生活の中でアクチュアリティを認識する機会が減り、子どもの生活世界が脱人格化して
いるという状況である。二つには、この様な生活世界は、われわれが要求したことの結果
であるにもかかわらず、要求の総体としての生活世界では多くのゆがみが生じ、多くの問
題を孕んでいることである。つまり、現在の生活世界は問題群として存在し、生活世界の
あり方への反省が求められている。 
だからこそ、学校教育では生活世界のありように向き合うための学びがとても重要とな
るのである。自己と一元化している生活世界を問題として反省するためには、単に道具的
に対象化し分析するだけでは不十分であり、生活世界の全体性を多義的に捉えることを可
能にする仕方で捉え直す必要がある。 
本稿では、まず、そのための手立てとして、生活を学びの対象とする「家庭科」で、科
学的に対象化される客観世界としてではなく、生活世界から問題に向き合うことの必要性
を明らかにした。さらに、生活世界という一元的世界を学びへ開き、教育という行為を可
能とする手段として、メディアによる間接的な教育へまなざしを向けてみた。 
本稿では、この間接性の教育の重要性と可能性を指摘するに留まり、メディアの持つメ
カニズムとプロセスに関して詳細に検討することができなかった。これを明らかにするこ
とが今後の課題となる。 
 
注 
１）生活世界という概念は、西欧的合理性に疑念を抱き、科学技術の支配を再検討するこ
とを目的にフッサールによって提起された。生活世界は、狭義には科学によって対象化
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される「真の世界」を基礎づける意味基底であるとされる。本稿では、生活世界を広義
にとらえ「知覚的世界（狭義での生活世界）も理論的な科学的世界も内に含んだ文化的、
歴史的世界」９）とする。 
２）ここでいうメディアとは、今井の定義に従い「中間にあって作用するもの」10）という
意味で用いる。 
３）鷲田は哲学者であり、この実践は哲学の授業として小学 6 年生に行った授業である11）。
学校教育のカリキュラムとしては位置づかない実践であるが、本稿では衣服をメディア
として取り上げた貴重な実践と捉えた。また、自己・世界・他者と出会い対話すること
を学びに位置づけるならば、哲学ではなく「家庭科」のありようとして、ひとつの可能
性をもった実践であると判断した。 
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